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	管理棟でそれぞれ感じたことをグループで共有しました。
	自分では気付かなかったことを教えてもらえると、新しい発見になりますね。

	　 おかもり旗掲揚です

	　メインプログラム「生きものスポット巡り」
	第2回のテーマは「生きものとふれあおう」です。
	講師におかざき湿地保護の会　副会長　川田奈穂子氏をお迎えし、「生きものスポット巡り」。
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	　自由交流「葉っぱボートレース」
	プログラム終了後は自由交流の時間です。
	今回は「葉っぱボートレース」を行いました。
	前日に開催した「流しそうめん体験」で作ったレーンを使い、
	自分で作った舟を流すタイムレースです。
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	活動開始から現在までどのような活動をされてきましたか。
	活動場所の整備として間伐や下草狩り等の整備、小屋や薪置き場の作成
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	間伐材を利用してコンポストの作成
	落ち葉やウッドチップから腐葉土の作成→カブトムシの繁殖
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	小学生から年配の方までメンバーの年齢層が幅広いですよね。
	子どもたちはどのようなことを行っていますか。
	子供が居る日も居ない日もあるので、特別に子供用のする事を用意している訳ではありません。
	大人と一緒に作業をする事もあれば、子供に出来る事をお願いする事もあります。
	自分が手を離せなく指示を出せない時に、何をすれば良いか聞きに来る事もありますし、
	〇〇して良い？と聞きに来る事もあります。
	例としては腐葉土用の落ち葉をあつめたり、藪になっている場所をきれいにしてもらったり、
	腐葉土の中で成長するカブトムシを観察したりですかね。

	今後の計画や活動予定を聞かせてください。
	竹飯盒や山菜、山栗などの山の幸を利用した自分たちが楽しむ行為
	間伐材を利用した木工作品の作成、販売
	竹材の有効活用として竹ぼうき、竹熊手等の作成、販売
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	どのような方に会の仲間になってもらいたいですか。
	自然と触れ合いたい方、自然をより理解したい人、何かを作ることが好きな人に仲間になってもらいたいです

	この会の楽しさや魅力はどんなことだとお考えですか。
	里山とは、山から利益を得ながら山を管理する事だと思っています。
	そしてうちの会はお金も利益ですが、自分たちが楽しむ事も利益として考えています。
	個人的には落ち葉をカブトムシが食べて良い腐葉土になり、それで野菜を育てて食べる等の循環を感じられる事などが好きですが、趣旨に合ってさえ居れば、やることは自由に変えられる事がこの会の魅力になると思っています。
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